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○ ○ ○ ５ 津
市
消
防
出
初
式
を
開
催 

（
消
防
総
務
課
）

一
月
十
三
日
、
西
丸
之
内
の
津
リ

ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
周
辺
で
平
成
二

十
五
年
津
市
消
防
出
初
式
を
開
催

し
、
消
防
関
係
者
ら
約
六
百
五
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
出
初
式
は
、
年

の
初
め
に
あ
た
り
、
消
防
職
員
や
消

防
団
員
な
ど
の
士
気
高
揚
を
図
る

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
に
消
防
活

動
へ
の
理
解
と
信
頼
を
よ
り
深
め

て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

  

ま
ず
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
お

城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
式
典
が
行
わ

れ
、
消
防
団
活
動
に
尽
力
し
て
い
る

消
防
団
員
や
そ
の
御
家
族
に
対
し
、

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

式
典
の
後
、
屋
外
に
お
い
て
消
防

団
の
ラ
ッ
パ
隊
に
よ
る
演
奏
や
木

遣
り
の
披
露
、
消
防
音
楽
隊
の
演
奏

に
乗
せ
て
消
防
団
や
婦
人
防
火
推

進
委
員
会
の
徒
歩
部
隊
、
子
供
消
防

隊
長
が
乗
車
し
た
消
防
車
な
ど
に

よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
お
城
公
園
の
お
堀
西
側

で
、
消
防
団
員
ら
に
よ
る
一
斉
放
水

が
行
わ
れ
、
消
防
関
係
者
ら
が
今
年

一
年
の
防
火
・
防
災
の
心
構
え
を
新

た
に
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

（
森
良
典
） 

第 ５１ 号 

火災の問い合わせ

☎224-1881 

 
三重県救急医療情報センター

コールセンター 

☎256-1199 

 
津市救急・健康相談

ダイヤル 24 

☎0120-840-299

 

発行 津市消防本部

〒514-1101 

津市久居明神町 

2276

 

編集 消防総務課 

   企画調整室 

 TEL 059-254-0353

 FAX 059-256-7755

↑観閲台の前で木遣りを披露する消防団員

 

 
↑一斉放水する消防団員  

↑ラッパを演奏する消防団員  



津消防タイムズ  第５１号        平成２５年３月１日 

津消防タイムズは津市ホームページ http://www.info.city.tsu.mie.jp/ で御覧いただけます。 

２ 

 

高
層
ビ
ル
で 

火
災
防
御
訓
練
を
実
施 

（
中
消
防
署
） 

 

昨
年
十
二
月
二
十
五
日
、
津
駅
前

の
ア
ス
ト
津
に
あ
る
ホ
テ
ル
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
津
で
、
消
防
職
員
の
た

め
の
火
災
防
御
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
の
訓
練
は
、
年
末
年
始

に
ホ
テ
ル
の
利
用
客
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
ホ
テ
ル
側
の

協
力
を
得
て
実
現
し
た
も
の
で
、
六

階
客
室
か
ら
出
火
と
い
う
想
定
で

行
い
ま
し
た
。
こ
の
ホ
テ
ル
に
は
、

連
結
送
水
管
や
無
線
通
信
補
助
設

備
な
ど
の
多
く
の
消
防
用
設
備
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
使
用

し
て
の
消
火
活
動
や
、
防
災
セ
ン
タ

ー
・
自
衛
消
防
隊
を
通
じ
て
の
情
報

収
集
の
方
法
に
つ
い
て
確
認
を
行

い
ま
し
た
。 

 
 

 

（
谷
口
友
朗
） 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で 

防
火
教
室
を
実
施 

 
 

 
 

（
西
分
署
）

 

一
月
十
八
日
、
新
町
一
丁
目
の
さ

つ
き
保
育
園
で
、
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
さ
つ
き
が
主
催
で
、
防
火

教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
教
室
に
は
、
地
域
で
子
育
て

を
し
て
い
る
未
就
学
児
の
い
る
親

子
が
参
加
し
、
西
分
署
職
員
か
ら
、

小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
は
、

マ
ッ
チ
な
ど
を
子
ど
も
の
手
の
届

く
場
所
に
置
か
な
い
こ
と
や
、
暖
房

器
具
に
よ
る
や
け
ど
の
事
故
な
ど

に
気
を
つ
け
る
よ
う
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
供
た
ち
は
、

楽
し
く
防
火
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、

ミ
ニ
防
火
服
の
着
装
や
、
電
動
ミ
ニ

消
防
車
の
乗
車
な
ど
を
体
験
し
ま

し
た
。 

 
 

 
 

（
川
口
展
人
）

 

消
防
団
と
合
同
の 

秋
期
訓
練
・
防
火
パ
レ
ー
ド

の
実
施
（
安
濃
分
遣
所
）

 

昨
年
十
一
月
十
一
日
、
消
防
団
安

濃
方
面
団
と
合
同
の
秋
期
訓
練
・
防

火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
、
約
百
二
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

            

今
回
の
訓
練
は
、
訓
練
礼
式
、
機

械
器
具
点
検
、
ポ
ン
プ
操
法
、
放
水

な
ど
の
基
本
的
な
訓
練
を
徹
底
し

て
行
い
ま
し
た
。 

訓
練
の
後
は
、
住
民
の
防
火
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
消
防
団
の
車

両
四
台
と
安
濃
分
遣
所
の
車
両
二

台
で
、
安
濃
地
域
内
を
防
火
パ
レ
ー

ド
し
ま
し
た
。 

（
宮
下
久
志
）

 

平成２５年春季全国火災予防運動 
 ３月１日（金）から３月７日（木）まで 

「平成２５年春季全国火災予防運動」が実施されます。 

☆防火標語（平成２４年度全国統一防火標語） 

  『消すまでは 出ない行かない 離れない』 
☆重点目標 

１ 住宅防火対策の推進 

２ 放火火災・連続放火火災防止対策の推進 

３ 特定防火対象物等における防火安全対策の徹底 

４ 製品火災の発生防止に向けた取組の推進 

５ 林野火災予防対策の推進 

↑煙が充満しているとの想定で  
活動する隊員  

 

 
↑防火パレードに向け安濃分遣所  

を出発する消防団車両  

↑電動ミニ消防車に乗車する  
男の子  
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文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
い 

高
田
本
山
で
防
火
訓
練
を
実
施 

（
北
消
防
署
） 

 

一
月
二
十
六
日
、
第
五
十
九
回
文

化
財
防
火
デ
ー
に
伴
い
、
一
身
田
町

の
高
田
本
山
専
修
寺
で
防
火
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

訓
練
に
は
、
高
田
本
山
専
修
寺
の

自
衛
消
防
隊
、
地
元
自
治
会
、
地
域

の
自
主
防
災
会
、
婦
人
防
火
推
進
委

員
会
、
津
市
教
育
委
員
会
、
消
防
団

津
方
面
団
（
一
身
田
、
大
里
、
栗
真
、

白
塚
、
高
野
尾
分
団
）
、
北
消
防
署

な
ど
か
ら
総
勢
百
三
十
八
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

訓
練
は
、
震
度
六
強
の
地
震
が
発

生
、
国
の
指
定
重
要
文
化
財
の
御
影

堂
の
一
部
が
倒
壊
し
、
ろ
う
そ
く
の

転
倒
に
よ
り
出
火
し
た
と
の
想
定

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

訓
練
で
は
、
文
化
財
に
見
立
て
た

箱
な
ど
の
搬
出
や
負
傷
者
の
救
出

救
護
、
地
域
住
民
に
よ
る
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
で
の
初
期
消
火
、
自
衛
消
防
隊

に
よ
る
放
水
銃
で
の
放
水
、
消
防
車

両
に
よ
る
一
斉
放
水
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

              

高
田
本
山
専
修
寺
で
の
防
火
訓

練
は
、
文
化
財
防
火
デ
ー
が
制
定
さ

れ
た
昭
和
三
十
年
か
ら
毎
年
欠
か

す
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
貴
重

な
文
化
財
を
守
る
た
め
、
地
域
ぐ
る

み
の
防
火
意
識
の
高
揚
に
努
め
て

い
き
ま
す
。 

 
 

（
岡
本
真
二
）

河
芸
庁
舎
周
辺
で 

津
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施 

（
河
芸
分
署
）

 

昨
年
十
一
月
四
日
、
津
市
総
合
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

訓
練
は
、
三
会
場
（
津
、
河
芸
、
香

良
洲
会
場
）
で
同
時
に
行
わ
れ
、
河

芸
会
場
で
は
河
芸
庁
舎
周
辺
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

河
芸
地
域
は
、
海
岸
線
を
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
巨
大
地
震
発
生
時

に
は
津
波
に
よ
る
被
害
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。
訓
練
で
は
、
沿
岸
部
の
住

民
の
高
台
へ
の
避
難
、
地
域
住
民
に

よ
る
応
急
手
当
や
負
傷
者
の
搬
送

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
倒
壊
し
た
ビ
ル
に
人
が
取

り
残
さ
れ
て
い
る
と
の
想
定
で
、
は

し
ご
車
に
よ
る
救
助
訓
練
も
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 
 

 

（
西
谷
昂
）

芸
濃
中
学
校
二
年
生 

救
急
入
門
コ
ー
ス
を
受
講 

（
芸
濃
分
署
） 

 

一
月
二
十
一
日
、
芸
濃
中
学
校
の

二
年
生
四
十
九
人
が
、
救
急
入
門
コ

ー
ス
を
受
講
し
ま
し
た
。
講
師
は
、

芸
濃
分
署
の
救
急
救
命
士
な
ど
が

務
め
ま
し
た
。
講
習
で
は
、
人
体
の

構
造
な
ど
の
座
学
、
倒
れ
て
い
る
人

に
対
す
る
意
識
の
確
認
、
気
道
確

保
、
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
を
実
践
形

式
で
学
び
ま
し
た
。 

 

消
防
署 

で
は
、
一 

人
で
も
気 

軽
に
受
講 

し
て
い
た 

だ
け
る
よ 

う
、
公
募 

型
の
講
習 

会
も
実
施 

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り

の
消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 
 

 
 

（
奥
山
光
也
） 

 
↑御影堂から文化財に見立てた箱など  

を搬出する訓練参加者  

 

 
↑放水する消防団員とはしご車隊  

 
↑倒壊したビルに見立てた河芸  

庁舎から救助するはしご車隊  

 

 
↑心臓マッサージを行う中学生  

各消防署の 

電話番号 

・中消防署 

226-2322 

226-2580 

・北消防署 

  232-3092 

・久居消防署 

  254-1111 

・白山消防署 

  262-1044 
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の
べ
の
幼
稚
園
の
園
児
が 

防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施 

（
久
居
消
防
署
） 

 

昨
年
十
二
月
十
四
日
、
久
居
二
ノ
町

に
あ
る
の
べ
の
幼
稚
園
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
火
災
予
防
の
大
切
さ
を
教
え

る
と
と
も
に
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
よ
う
と
、
防
火
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。 

         

パ
レ
ー
ド
は
、
園
児
ら
九
十
二
人

が
法
被
姿
で
、
拍
子
木
や
太
鼓
を
打
ち

鳴
ら
し
な
が
ら
、
本
町
通
り
か
ら
久
居

駅
前
通
り
に
か
け
て
行
い
ま
し
た
。
同

行
し
た
消
防
職
員
か
ら
「
お
家
へ
帰
っ

た
ら
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
火
の

用
心
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
、
火
事
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
掛
け
、
園
児
た
ち
か
ら

は
、
大
き
な
声
で
「
は
い
！
」
と
元
気

い
っ
ぱ
い
の
返
事
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
小
黒
俊
明
） 

Ｌ
Ｎ
Ｇ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で 

消
火
訓
練
を
実
施

（
南
分
署
）

昨
年
十
一
月
九
日
、
雲
出
鋼
管
町

の
東
邦
ガ
ス
株
式
会
社
津
Ｌ
Ｎ
Ｇ

（
液
化
天
然
ガ
ス
）
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
消

防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
荷
降
ろ
し
中
に

出
火
し
た
と
の
想
定
で
始
ま
り
、
最

初
に
事
業
所
の
自
衛
消
防
隊
に
よ

る
初
期
消
火
、
自
衛
消
防
隊
か
ら
消

防
署
隊
へ
の
状
況
報
告
が
な
さ
れ
、

自
衛
消
防
隊
と
消
防
署
隊
が
協
力

し
て
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
、
施
設
内
の
設
備
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 
 

 
 

（
前
川
寿
弘
）

林
野
火
災
合
同
訓
練
を
実
施 

（
美
里
分
署
）

二
月
十
日
、
美
里
町
三
郷
地
内

で
、
久
居
消
防
署
、
消
防
団
美
里
方

面
団
、
三
重
県
防
災
航
空
隊
の
隊

員
、
あ
わ
せ
て
九
十
四
人
が
参
加
し

て
、
合
同
の
林
野
火
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
訓
練
は
、
ハ
イ
カ
ー
が

投
げ
捨
て
た
タ
バ
コ
か
ら
林
野
火

災
が
発
生
し
、
逃
げ
遅
れ
た
人
が
数

人
い
る
と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
上
で
は
、
逃
げ
遅
れ
た
人
の

救
出
を
行
い
、
消
防
車
七
台
に
よ
る

遠
距
離
送
水
・
放
水
訓
練
、
三
重
県

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
へ
の
補
水
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
重

県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上

空
か
ら
の
消
火
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

       
今
回
の
訓
練
で
は
、
林
野
火
災
発

生
時
に
お
け
る
関
係
機
関
相
互
の

通
信
方
法
が
確
認
で
き
る
な
ど
、
連

携
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 
 

 
 

（
鯖
戸
利
宏
）

香
海
中
学
校
・
香
良
洲
小
学
校

で
津
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施 

（
香
良
洲
分
遣
所
） 

昨
年
十
一
月
四
日
、
津
市
総
合
防

災
訓
練
の
香
良
洲
会
場
と
し
て
、
香

海
中
学
校
と
香
良
洲
小
学
校
で
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
訓
練
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海

地
震
が
同
時
に
発
生
し
、
香
良
洲
地

域
で
震
度
六
強
の
揺
れ
を
観
測
、
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
と
も
に
、

香
良
洲
地
域
に
通
じ
る
全
て
の
橋

が
倒
壊
し
、
同
地
域
が
孤
立
し
た
と

の
想
定
で
行
わ
れ
、
住
民
は
徒
歩
に

て
訓
練
会
場
ま
で
避
難
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
三
重
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る
孤
立
地
区
へ
の
救
援
物

資
の
搬
送
や
、
孤
立
地
区
か
ら
の
重

症
患
者
の
搬
送
訓
練
も
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 
 

 
 

（
川
邊
雅
裕
） 

 

 ↑元気いっぱいにパレード  
する園児たち

↑訓練に参加した三重県  
防災ヘリコプター  

 
↑ＬＮＧ施設へ放水する  
 自衛消防隊と消防署隊  

↑消防隊か  
 ら補水を  

受ける三  
重県防災  
ヘリコプ  
ター  
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文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う 

消
防
訓
練
を
成
願
寺
で
実
施 

（
白
山
消
防
署
） 

 

一
月
二
十
二
日
、
第
五
十
九
回
文

化
財
防
火
デ
ー
に
伴
い
、
白
山
町
上

ノ
村
の
成
願
寺
で
消
防
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。 

 

成
願
寺
は
、
明
応
三
年
（
一
四
九

四
年
）
に
伊
勢
国
司
北
畠
材
親
の
部

将
で
小
倭
郷
上
ノ
村
の
城
主
新
長

門
守
が
真
盛
上
人
に
帰
依
、
出
家
し

て
真
九
法
師
と
称
し
、
城
近
く
に
開

創
し
た
も
の
で
、
収
容
物
が
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
訓
練

は
、
庫
裡
か
ら
出
火
し
、
本
堂
へ
延

焼
し
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
住
職
に
よ
る
重
要
文
化
財
の
搬

出
が
行
わ
れ
た
後
、
消
防
隊
に
よ
る

消
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
訓
練

後
、
立
入
検
査
を
行
い
防
火
管
理
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。（
天
野
博
） 

 
 

高
岡
幼
稚
園
防
火
パ
レ
ー
ド
で

火
災
予
防
を
呼
び
掛
け 

（
一
志
分
署
）

 

昨
年
十
一
月
八
日
、
一
志
町
高
野

の
市
立
高
岡
幼
稚
園
で
は
、
子
供
た

ち
に
火
災
の
怖
さ
を
教
え
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
へ
の
防
火
啓
発
を

目
的
に
防
火
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

            

パ
レ
ー
ド
は
、
園
児
八
十
六
人

が
、
幼
稚
園
か
ら
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
、
津
市
と
こ
と
め
の
里
一

志
ま
で
の
間
で
行
わ
れ
、
揃
い
の
法

被
を
着
た
園
児
た
ち
が
、
拍
手
木
に

合
わ
せ
て
大
き
な
声
で
「
火
の
用

心
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
原
康
也
）

宇
陀
広
域
消
防
な
ど
と 

合
同
山
岳
救
助
訓
練
を
実
施 

（
美
杉
分
署
）

 

昨
年
十
一
月
一
日
、
美
杉
町
太
郎

生
と
奈
良
県
曽
爾
村
の
県
境
に
あ

る
倶
留
尊
山
で
、
津
市
消
防
本
部
、

宇
陀
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
、
三

重
県
警
察
本
部
、
宇
陀
警
察
署
（
奈

良
県
）
、
三
重
県
防
災
航
空
隊
、
奈

良
県
防
災
航
空
隊
が
合
同
で
、
山
岳

救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
倶
留
尊
山
で
登
山
者
が

滑
落
、
負
傷
し
て
動
け
な
い
。
滑
落

場
所
が
詳
細
不
明
と
の
想
定
で
行

い
ま
し
た
。 

            

訓
練
参
加
隊
は
、
各
県
側
の
登
山

道
か
ら
登
山
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
両
県
防
災
航
空
隊
に
よ
る
上
空

か
ら
の
捜
索
、
上
空
部
隊
と
地
上
部

隊
が
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
捜

索
活
動
行
い
ま
し
た
。 

 

要
救
助
者
発
見
後
、
三
重
県
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

に
よ
る
救
出
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
救
出
訓
練
終
了
後
、
山
頂

付
近
で
、
両
消
防
本
部
の
隊
員
に
よ

る
、
山
岳
救
助
技
術
交
換
会
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 
 

（
水
谷
一
人
） 

  

↑元気よく「火の用心」を呼び掛ける  
 園児たち  

↑本堂から文化財を搬出  
 する住職  

↑三重県防災ヘリコプター  
によるピックアップ訓練  

↑両消防本部の隊員による山岳救助  
 技術交換会の様子  
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消
防
団
年
末
特
別
警
戒
を
実
施 

（
消
防
総
務
課
） 

 

昨
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
三

十
一
日
ま
で
の
間
、
市
内
全
域
で
消

防
団
年
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
年
末
で
世
間
が
慌

た
だ
し
く
な
る
こ
と
や
、
各
地
域
で

行
わ
れ
る
諸
行
事
な
ど
で
火
気
を

使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
火
災

発
生
の
危
険
性
が
高
ま
る
こ
と
か

ら
、
夜
間
の
巡
視
や
防
火
警
戒
な
ど

を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

二
十
九
日
の
夜
に
は
、
市
長
や
市

議
会
議
長
な
ど
に
よ
る
、
各
方
面
団

の
年
末
特
別
警
戒
に
対
す
る
、
激
励

を
兼
ね
た
巡
視
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
県
都
・
津
市
を
支
援
す
る
「
み

な
月
会
」
か
ら
、
警
戒
中
の
消
防
団

員
に
対
す
る
慰
労
品
と
し
て
、
み
か

ん
二
十
五
箱
の
寄
贈
を
受
け
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 

（
前
川
稔
彦
） 

シ
ロ
モ
チ
く
ん
・
ミ
ー
ポ
く
ん

合
同
演
奏
会
に
出
演
♪ 

 

（
消
防
総
務
課
）

 

二
月
九
日
、
白
山
町
二
本
木
の
白

山
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
し
ら
さ
ぎ

ホ
ー
ル
で
、
津
市
消
防
音
楽
隊
と
三

重
県
警
察
音
楽
隊
の
合
同
演
奏
会
、

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト 

安
全

安
心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
住
民

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
消
防

と
警
察
が
、
安
全
と
安
心
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
広
報
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
、
シ
ロ
モ
チ
く
ん
や
ミ
ー
ポ

く
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。 

            

第
一
部
は
、
消
防
音
楽
隊
に
よ
る

ト
ト
ロ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
パ
イ
レ

ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
な
ど
の

映
画
音
楽
中
心
の
演
奏
、
第
二
部

は
、
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
や
、

刑
事
ド
ラ
マ
の
主
題
歌
の
演
奏
を

バ
ッ
ク
に
寸
劇
な
ど
を
披
露
し
ま

し
た
。
第
三
部
は
、
合
同
に
よ
る
迫

力
あ
る
演
奏
で
、
バ
ッ
ク
・
ド
ラ
フ

ト
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
メ
ド
レ
ー
な
ど

を
、
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
日
本
大
震
災
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
花

は
咲
く
」
を
会
場
の
全
員
で
合
唱
し

ま
し
た
。 

来
場
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

「
消
防
に
よ
る
非
常
持
ち
出
し
の

話
、
警
察
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺
の

話
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
合
同
演

奏
感
動
し
ま
し
た
」
な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。 

 
 

（
横
山
博
）

             

第二次津市消防力整備計画策定中 

 平成２３年３月１１日に東日本大震災が発 

生し、巨大地震の発生を想定した消防力の強 

化が求められることになりました。 

また、その他の社会情勢の変化も踏まえ、 

これまでの計画を強化修正し、津市総合計画 

後期基本計画に合わせて、平成２５年度から 

平成２９年度までを計画期間とする「第二次 

津市消防力整備計画」を策定します。  

←消防音楽  
隊の演奏  
の様子  

 

     →  
警察音楽隊の  
演奏・寸劇の  
様子  

↑合同演奏による「花は咲く」で合唱  
 する消防音楽隊と警察音楽隊  
 

主な施策 

・南海トラフ巨大地震への対応 

  高度救助隊の創設 など 

・増加する救急件数への対応 

  救急隊の２隊編成 など 

・組織体制の強化 

  指揮隊の集約 など 

・通信体制の整備 

  消防救急無線 

 のデジタル化  

など 

 

 
↑市長から激励を受ける  
 消防団員  
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平
成
二
十
四
年
の 

火
災
・
救
急
・
救
助
・ 

一
一
九
番
受
付
概
況 

【
火
災
】
平
成
二
十
四
年
に
市
内
で
発

生
し
た
火
災
は
百
二
十
七
件
で
、
そ
の

う
ち
住
宅
火
災
は
三
十
五
件
で
し
た
。 

 

ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
者
は
二
人

で
、
う
ち
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
一

人
で
し
た
。
住
宅
火
災
の
原
因
は
、「
た

ば
こ
」
、
「
こ
ん
ろ
」
が
多
く
、
「
た
ば

こ
」
は
、
完
全
に
消
火
さ
れ
て
い
な
い

灰
皿
の
中
の
吸
い
殻
を
ゴ
ミ
箱
に
捨

て
出
火
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

                  

【
救
急
】
平
成
二
十
四
年
に
市
内
で
発

生
し
た
救
急
出
動
件
数
は
一
万
三
千

八
百
四
十
九
件
で
、
急
病
が
八
千
四
百

件
と
全
体
の
約
六
十
一
％
で
し
た
。 

 

ま
た
、
救
急
出
動
全
体
の
約
五
十

四
％
が
軽
症
患
者
で
し
た
。 

軽
い
け
が
や
病
気
（
擦
り
傷
、
歯
痛
、

風
邪
な
ど
）
の
場
合
な
ど
は
、
自
家
用

車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
掛
か
り
付
け

の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

 

救
急
車
の
適
正
利
用
に
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

【
救
助
】
平
成
二
十
四
年
に
市
内
で
発

生
し
た
救
助
出
動
件
数
は
百
十
三
件

で
、
交
通
事
故
が
六
十
一
件
と
全
体
の

約
五
十
四
％
で
し
た
。 

 

出
動
件
数
百
十
三
件
の
う
ち
現
場

で
活
動
し
た
件
数
は
、
七
十
四
件
で
、

七
十
七
人
を
救
助
し
ま
し
た
。
活
動
件

数
に
含
ま
れ
て
い
な
い
三
十
九
件
に

つ
い
て
は
、
救
助
隊
が
到
着
す
る
ま
で

に
付
近
住
民
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
も

の
な
ど
で
す
。 

 

 
 

                         

【
一
一
九
番
】
平
成
二
十
四
年
に
消
防

本
部
で
一
一
九
番
通
報
を
受
け
付
け

た
件
数
は
、
二
万
三
千
四
百
六
十
三
件

で
し
た
。
緊
急
性
の
な
い
火
災
の
問

い
合
わ
せ
な
ど
は
、
左
記
の
電
話
番

号
に
お
掛
け
く
だ
さ
い
。 

区分 平成 24 年 平成 23 年 増減 

火災件数合計 127 108 19 

建物火災 59 62 ▲3 

 うち住宅火災 35 45 ▲10 

林野火災 2 11 ▲9 

 車両火災 19 13 6 

 船舶火災 1 0 1 

 その他の火災 46 22 24 

 死者（人） 2 5 ▲3 

 うち住宅火災 1 3 ▲2 

 負傷者（人） 9 13 ▲4 

                                     ▲は減を示す 

区分 平成 24 年 平成 23 年 増減 

出動件数 13,849 13,066 783 

搬送件数 12,548 11,999 549 

搬送人員（人） 12,722 12,199 523 

主な事

故種別

(出動件数)

急 病 8,400 7,981 419 

一般負傷 2,193 2,094 99 

交通事故 1,415 1,344 71 

 

区分 平成 24 年 平成 23 年 増減 

出動件数 113 116 ▲3 

活動件数 74 71 3 

救助人員（人） 77 77 - 

主な事

故種別

(出動件数) 

交通事故 61 75 ▲14 

水難事故 11 8 3 

建物等による事故 8 5 3 

火 災 2 5 ▲3 

                                       ▲は減を示す 

区分 平成 24 年 平成 23 年 増減 

119 番受付件数 23,463 22,038 1,425

火 災 169 187 ▲18 

救 急 13,688 12,876 812 

救 助 108 114 ▲6 

調 査 264 175 89 

火災等の問合せ 3,633 4,004 ▲371

いたずら 314 301 13 

訓練通報等 5,287 4,381 906 

                                       ▲は減を示す 

・火災の問い合わせ 

  224-1881 
 

・病院をさがす 

（三重県救急医療情

報センター）  

256-1199 

0800-100-1199 
 

・健康相談 

（津市救急・健康相談

ダイヤル 24） 

0120-840-299 
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４月１日から消防本部の組織が変わります！ 
 津市行財政改革大綱及び津市行財政改革中期実施計画に基づき行財政改革の推進を図る中、津

市総合計画の着実な推進や簡素で効率的な行政運営の実現による市民サービスの維持・向上等を

図るため、平成２５年４月１日（月）から消防本部の組織を次のとおり改正します。 

１ 改正内容 

⑴ 増加する救急需要への的確な対応、地域防災力の充実のための推進体制の整備 

   ・救急課及び消防安全課への改編   ・消防団統括室及び警防室の新設 など 

 ⑵ 消防隊及び救急隊の機動力向上のための推進体制の強化 

・中消防署安濃分遣所の安濃分署への改編 

２ 組織改正比較表 

改正後 現行 

課・室 担当 課・室 担当 

消防総務課 

 

 

 

 消防団統括室 

消防安全課 

 

 

 警防室 

 

救急課 

 

通信指令課 

総務担当(TEL254-0351) 

 

 

企画調整担当(TEL254-0353) 

消防団担当(TEL254-1602) 

 

安全指導担当(TEL254-0354) 

危険物保安担当(TEL254-0356)

安全管理担当(TEL254-0357) 

消防救助担当(TEL254-1601) 

救急管理担当(TEL254-1600) 

救急指導担当(TEL254-1603) 

情報管理担当(TEL254-0358) 

通信指令担当(TEL254-0119) 

消防総務課 

 

 

 企画調整室 

 

予防課 

 

 

消防課 

 

 救急対策室 

 

通信指令課 

 

総務担当(TEL254-0351) 

消防団担当(TEL254-1602) 

経理担当(TEL254-0352) 

企画調整担当(TEL254-0353) 

 

予防担当(TEL254-0354) 

危険物担当(TEL254-0355) 

設備指導担当(TEL254-0357) 

消防担当(TEL254-1600) 

救助担当(TEL254-1601) 

救急救命担当(TEL254-1603) 

 

情報管理担当(TEL254-0358) 

通信指令担当(TEL254-0119) 

中消防署(TEL226-2322) 

 西分署(TEL225-7431) 

 安濃分署(TEL268-5119) 

北消防署(TEL232-3092) 

 河芸分署(TEL245-0119) 

 芸濃分署(TEL265-2500) 

久居消防署(TEL254-1111) 

 南分署(TEL234-3512) 

 美里分署(TEL279-2136) 

 香良洲分遣所(TEL292-2157) 

白山消防署(TEL262-1044) 

 一志分署(TEL293-0279) 

 美杉分署(TEL274-0200) 

中消防署(TEL226-2322) 

 西分署(TEL225-7431) 

 安濃分遣所(TEL268-5119) 

北消防署(TEL232-3092) 

 河芸分署(TEL245-0119) 

 芸濃分署(TEL265-2500) 

久居消防署(TEL254-1111) 

 南分署(TEL234-3512) 

 美里分署(TEL279-2136) 

 香良洲分遣所(TEL292-2157) 

白山消防署(TEL262-1044) 

 一志分署(TEL293-0279) 

 美杉分署(TEL274-0200) 
 

☆ 

主
な
行
事
予
定 

☆ 

◆
三
月
上
旬 

 

春
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
パ
レ
ー

ド
、
防
火
訓
練
な
ど
（
市
内
各
地
） 

◆
四
月
中
旬 

 

高
度
救
助
隊
発
足
式
（
消
防
本
部
） 

◆
五
月
二
十
二
日 

 

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会 

（
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

編
集
後
記 

 
 

 

先
日
開
催
の
津
市
消
防
音
楽
隊
・
三
重

県
警
察
音
楽
隊
の
合
同
演
奏
会
に
は
、
大

勢
の
方
に
御
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

私
は
事
務
局
と
し
て
、
総
合
司
会
と
記

録
の
二
役
を
こ
な
し
ま
し
た
。 

舞
台
袖
で
は
、
色
々
な
事
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
客
席
と
は
違
っ
た
楽
し
み
が
あ

り
ま
し
た
。
来
場
者
が
気
に
な
り
ソ
ワ
ソ

ワ
し
て
い
る
担
当
者
。
緊
張
の
た
め
口
を

パ
ク
パ
ク
さ
せ
た
り
、
早
口
言
葉
を
発
す

る
総
合
司
会
者
（
私
）
。
初
め
て
コ
ン
サ
ー

ト
に
出
演
す
る
硬
い
表
情
の
新
人
。
広
報

用
ト
ー
ク
の
ボ
ケ
・
ツ
ッ
コ
ミ
を
確
認
す

る
隊
員
。
そ
れ
ぞ
れ
が
上
手
く
伝
え
よ

う
・
演
奏
し
よ
う
と
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
必
死

で
、
職
場
と
は
ま
た
違
っ
た
ピ
リ
ッ
と
し

た
表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で

も
、
一
番
良
か
っ
た
の
は
、
舞
台
袖
に
帰

っ
て
き
た
時
の
充
実
し
た
隊
員
の
姿
で
し

た
。
消
防
音
楽
隊
は
、
こ
れ
か
ら
も
音
楽

を
通
じ
て
防
火
・
防
災
な
ど
を
伝
え
て
い

き
ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

消
防
音
楽
隊
の
演
奏 

を
聴
き
に
来
て
い
た
だ 

き
た
い
と
思
い
ま
す
♪ 

（
岡
大
介
） 

 

 


